
●会員（企業、ＮＰＯ、個人）の主体性を基本に、データ連携基盤を活用し

た社会課題解決の構想づくり、事業化検討、実施を共助のスタイルで行う

⇒会員企業からワーキング・グループができるまでの流れ（設立当初）

アイデアソン 10/15

会員（組織・団体）・会員以外

の参加者が、関心のある地域課

題が近い者同士で集まり、課題

解決の６Ｗ４Ｈを話し合う。

グループA
課題解決アイデア、事業主体等

グループＢ
課題解決アイデア、事業主体等

グループＣ
課題解決アイデア、事業主体等

●

●

●

10/15～

SNS（Discord）を用い、アイデ

アソンでまとめた内容を基に意

見交換。会員は他グループの

ディスカッションも見られる。

グループA
事業化、ワーキング設立の協議

グループＢ
事業化、ワーキング設立の協議

グループＣ
事業化、ワーキング設立の協議

●

●

●

11月上旬以降

いくつかのグループからワーキング

グループが生まれ事業化への議論を

進める。（非公開）

Ａワーキング・グループ
事業 データ活用によるxxxx
幹事 △△△株式会社
構成 ＮＰＯ□□□ 個人会員Ａ

▽▽▽を考える会

ワーキングへの発展無し

Ｃワーキング・グループ
事業 データ活用によるzzzz
幹事 ＮＰＯ□□□
構成 株式会社△△△

個人会員Ｂ
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